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　昨秋の祭日、お昼頃に東京駅の東北新幹線
ホームで列車を待っていたところ、自分と同
年代の女性三名が近づいて私を呼んでいるよ
うに感じました。怪訝な面持ちの自分でした
が、すぐに中学の同級生三人ということがわ
かり、驚きました。クラス会にもあまり参加
する方でもないので、みんなと会うのは45年
ぶりくらいです。
　しかし皆さん若々しく、あまり変わってい
ません。もちろんフルネームで覚えています。
　中学入学と同時に、奨励会に入った私は、
例会対局のために月二回、学校を必ず休むこ
とが前提であったので（現在の奨励会は週末
に行われていますが、当時昭和の棋界は奨励
会が 4日と19日と原則的に決まっていまし
た。先輩によると死線 4？を越えて苦難 9？
を越えて青少年は励めよという、うそのよう
な話…）。従って、融通の利かない公立より
も、将棋に理解があって、自由に打ち込みや
すい私立中学を探して受験したのが、私の出
身校でした。現代では至極普通の中学受験で
も、動機が違っていたのですね（笑）。
　ちょうど同じ列車で行き先が同じ秋田新幹
線だったので、仙台を過ぎてから近くの座席
に自分を呼んでくれて旧交を温めることがで
きました。
　学校では昼休みにいつも、対戦を求めてく
れる友人がいて（アマチュア初段くらいだっ
たと思います）お弁当を早めに食べ終えて指
していました。その彼は、卒業旅行で行った
秋田の民俗舞踊を中心とした伝統芸能に魅せ
られ、高校卒業後はその道に進みました。粘
り強く努力家の彼は、いまでは劇団の中心的
存在となり、今回その舞台を女性陣は見に行
くところだったのです。道は違えど、人生を
一つのことに賭けて生きてきた点では、根底

に共通するものがあり、彼の話を風の噂で聞
く度に、頑張っているなあと感服したもので
す。私も後日の再会、舞台観劇を約して、途
中駅で彼女たちを見送りました。
　中学時代はちょうど奨励会 6級～二段くら
いの頃だったのですが、ひとえに学校と友人
たちに恵まれた最高の三年間でした。例会日
には、友人が「島人形だ」と私の欠席した机
の上に手作りのものを置いてくれ、勝利を祈
ってくれました。また、勉強より水泳を重視
する類い希な学校で、夏の全校遠泳合宿を中
心に上級生が水泳指導をしてくれるので、全
く泳げずプールが嫌いだった自分も、卒業時
には生涯の趣味になるくらい、それなりに泳
げるようになったのも、本当にありがたい余
録です。長く現役ができたのも水泳のおかげ
でしょう（日々の習慣になりすぎ、竜王戦の
対局前にホテルのプールで泳いで、先輩棋士
からあまりよく思われなかったこともありま
したが…）。
　プールでは忘れられない思い出が。三十代
半ばの私が平日クラブのプールで泳ぎこんで
いたら、隣のコースに妙齢の女性が芸術的と
もいえる、きれいな泳ぎをされています。し
かも速い。私が50泳いだときには既に75のタ
ーンをされています。たまたま、泳ぎ終えた
際にゴーグルをとられたとき、こちらに気づ
かれたのか「大内さんの後輩の方？」とにこ
やかに話しかけられ、その美しいさまに、全
身凍り付きました。少し前に、大先輩の大内
延介九段ご夫妻のパーティーの席で、その大
女優さんをご紹介いただく幸運に恵まれてい
たのです。
　この話をすると、まず確実に吉永小百合さ
んのおじさまファンに羨望を受けます。
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